
36

shine bright

■
発
行
/
本
庄
市

■
編
集
/
本
庄
市
役
所
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

〒
3
6
7
-
8
5
0
1
　
埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3
-
5
-
3

☎
㈹
0
4
9
5
-
2
5
-
1
1
1
1

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
h
o
n
j
o
.
l
g
.
j
p
/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

4

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

マチを
好きになる
アプリ

広報アンケート　　読んで答えてプレゼントＧＥＴ！
今月のプレゼント

　素朴で、体にやさし
いパンを作って35年目
になりました｡『クッ
クロール』をはじめ、
いろいろな種類のパン
を取り揃えております。

▼店舗情報
フレッシュベーカリー
クック
本庄市緑３－１－23
☎�６４５１
７:00～18:00
木曜定休

クックの手作りパン
500円分　10人

店内でお好きなパンをお選びください

達成度や体調を見ながら練習
メニューを組むことも

樋口教諭と出会って記録は飛躍的に伸びた。なに
げない会話から互いを信頼していることが伝わる

校舎に掲げられた横断幕が小久保さん
の強さを語る

　回答いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる広報アンケー
トを行っています。あなたの声を広報にいかしませんか。

■応募方法

�　アンケートの答え・住所・氏名・年齢を記入の
うえ、４月25日㈫までにはがき又は電子メールで
下記へ　※各月１人１通まで

★ プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。
　詳しくは、市ホームページ又は秘書広報課☎�１１５５へ

■アンケート

①４月号で１番良かったページは？

②どんな記事を読みたい(充実してほしい)？

③広報紙の改善してほしい点は？

■応 募 先

�　〒367-8501
　本庄市役所秘書広報課「広報アンケート」係
　　 kouhou@city.honjo.lg.jp 
　※件名に「広報アンケート」と明記
※当選者の発表は、プレゼント引換券の発送を
もって代えさせていただきます。

応募フォーム

スマホ用

こちらからも簡
単にアンケート
にお答えいただ
けます。

携帯用

　「苦手なトレーニングを、ちゃんと話を聞いてやること
です」練習の時に心がけていることはという質問に、そう
即答した小久保さん。その言葉から、速くなりたいという
強い思いが伝わります。
　小久保寛太さんは知的に障害があり、現在、本庄特別支
援学校高等部の３年生。岡部中学校で陸上部に入部し、本
格的に陸上競技を始めます。本庄特別支援学校高等部に進
んだ後も短距離走の練習を積み、昨年10月に岩手県で開催
された「全国障害者スポーツ大会2016希望郷いわて大会」
では200mで大会新記録を出し２連覇を達成。400m、4×
100mリレーでも優勝という快挙を成し遂げました。今年
７月に岐阜県で開催の「日本ID陸上競技選手権」に向け
日々トレーニングに励みます。

夢は「東京パラリン
ピック出場」

　現在17歳の小久保さ
んは、社会人も含めた
大会で200m全国４位
の実力。

　小久保さんの夢は、2020年に開催される「東京パラリン
ピックに出場すること」。記録が伸び、一歩一歩夢の実現
に近づいています。しかし、パラリンピックには小久保さ
んが得意とする200m競技はなく、400mでの挑戦となるこ
とから、400mの距離感の体得など新たな課題も。また、
小久保さんは初めての場所や経験したことがないものが大
の苦手。2015年の日本ID陸上競技ユース選手権では「緊
張からタイムが伸びず、優勝はしたものの納得のいく内容
ではなかった」と振り返り、メンタルの強化も必須として

グを心がけています」と話します。2020年東京パラリン
ピック出場をめざし、一つひとつ課題を克服していく小久
保さん。明るくひとなつっこい笑顔が、夢を語る時には真
剣になります。そこには、より速く走ることへの熱い思い
が溢れています。

います。｢タイ
ムが悪い時は、
調 子 の 良 か っ
た試合の映像を
見直し、次は失
敗をしないよう
にしている」と
小久保さん。樋
口教諭も「苦手
意識をなくすよ
うなトレーニン

決して手を抜かない
　｢とにかく走ることが好きな
んです。この練習メニューはき
ついかなというものでも、『は
い、やります』と答える。決し
て手を抜かない。前向きに練習
に取り組む。全部が一生懸命で
す」指導にあたる樋口進太郎教
諭は小久保さんの練習への姿勢
をこう語ります。学校に陸上部はなく、樋口教諭と始業前
や授業の合間を縫って練習を積むほか、休みの日もトレー
ニングを欠かさず、深谷商業高校陸上部の練習にも参加。
「練習できる環境を開拓し、そこでひたむきにトレーニン
グに励むことが、順調に実を結び始めている」と樋口教諭
は続けます。

埼玉県立本庄特別支援学校高等部３年

小久保　寛太さん

さらなる輝きを
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